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ing system) とし、う形でとらえた。そして 18世紀初期にし、たって， 原蓄時
代につきものの相次ぐ対外戦争によって惹起される財政危機をのりきる中か
ら基金が統合され減債基金がつくられたことに言及した九 これがし、わゆるウ












の減債基金論 (R. ハミルト γ.D目 リカード. J. R. --<7Jロック)とその
流れを〈む財政史にあっては，減債基金は減債のための基金としてのみ意識さ
1) 拙稿，イギリスにおける公信用の成立と基金制度， r経世論瀧」第97畦6号 1966年6月， 75 
ベージ。
幻 島恭童j 安価な政府論の再構成， r彦根論叢」第47-8-合桝号， 1958年， 48ページ。


























3) 3 Geo 1， cap. 7 
4) 起債額の一部分そ積立てる方法は.1792年の NewSinking Fundではじめて採用された。





すだろう n この点についてハーグリーヴズは. 1士IÞ.午やジ~:/トリーは全国津















分を除くすべての公債を南海会社株に合体し， 1727年まで 5%，それ以後 4~も
の利払いを行なうことを定めた。このとき南海会社が買取った公債の内訳は，




5) E. L. Hargreaves， The National Debt， London， 1930， p. 33. 
6) 減債基金の収入が利下げによる節約(2割)巾に比例しないのは，低和惜替に服さない有期年金
i'あヮたためである。










(単位 f.s. d) 
年・次 1 歳入額 | 豆一
1717 323，434: 7 : 7， 
18 569，505: 4 : 11
19 1，324，175: 0 。富くじ50万£
20 630，8也、 6 。
21 368，772: 3 9 
22 1，093，821 : 13: O !南海会社より
23 2，673，291: 4 5 受入れを含む
24 850，286 : 10: 3 
25 1，225，141 E O 
26 786，818 : 12 : 11 
27 1，284，586: 2 5 4特借替え





資料上段は E.L. Hargreaves， The Natw叩 l
1Jebt， p. 40;下設は R.Hamil ton， National 




















9) E. L. Hargreaves， op. cit.， p. 30 
10) 1714年は， 5ir J. Sinclair， The H:“"叩 01the Pub!ic Re叩 nue0/ the British Emp~re .

























11) N. Gould， Ess吋 O循 thePublick Debts of this Kingdom， 172仇 quot.in E. L. Har-
greaves. {Jt. c~t. ， p~. 41-42. 
12) Cobbet's Parliamentary Hj叫 0叩..Vol. IX， 1>p. 921-22 
13) N. A..Brisco， The Eco刑制icPolicy 01 Robe付 Waltole.Studles in Hist.. Econ.. & 
Public Law， Vol. 27， Colum. Uoiy.， 1907， p. 40 
14-) Ib~d.. p. 61. 























茎金をつくりあげたのは， 1727午のd 三 -y][世のV ヴィノレ・リァ、}に 80万
£終身供与したときにはじまる。ウォノレポーノレはその不足分 10万£壱，綜合
15) lbul.，}'. 75 
16) E. L. Hargreaves， ot.cit.. pp. 40-41 
68 (206) 第98巻第3号
主主金の剰余すなわち減債基金から毎年〈り入れるこ Eにしたのである。これに























以下に押えられ， rPax WalpolianaJを支える 2つの柱〔議会に対しては低率地
17) 5ir J. Sinclair. ot. cit.， Vol， I， .pp. 63-64 
18) Cobbetl' s p，削 liamentaryHistory， Vo1. VIII， 1'p. 599-603 









1727 100.0 22.0 27.5 100.0 37.0 
28 95.0 38.6 28.0 33.9 69.3 50.0 50.0 175.0 
29 42.0 31.6 28.0 50.0 50.0 
30 12.0 26.6 55.0 20.0 
31 17.5 51.0 120.0 
33 10.4 16.0 50.0 
34 52.0 33.5 120.0 120.0 100.0 
35 119.0 5.7 17.3 100.0 50.0 
36 29.0 5.7 
627iJl五
60.0 
]!?l 37 10.0 4.2 38 60.5 50.0 40 195.0 5.8 100.0 120.0 
資料 N. A. Erisco， The Economic Polμy 01 Robert WalPole， pp.75-82より抜粋。
租，対外的には友邦補助)の支柱が減債基金にあったことが読みとれるのである o
かくして，ウォノレポール時代後半に減債基金からの経常費への流用額は 670
万 A，減債基金にもとづく起債額は 180万£になったといわれる剖〉。 また，
1739年から48年まで続いた戦争(オーストリア王位継京)の財源は，地租麦芽税









20) Ibid" p. 70 
21) Sir J. Sinclair， ot. cit.， Vol. II， p. 74 
22) 、.，.，.Kennedy. EnRlish Ta%atio匁 1640-1799.London. 1913， p. 100 



















大きな役割りを果した。 49年の末，ベラム (Pelham)は現存の 40/0債を57年
までは 3，5%に， それ以後 3%にする計画号発表した。第1回の払込みに




23) E. L. HぇrgT~.8_vesοp ιit. ， p. 45 
24) Ibid" p. 55 
25) N. A. Rri町 0οt_r:it.， p. 65 
26) Cobbelt's Parlia似 entaryHistoγy， Vol. X， pp. 33 fま
27) K L. Hargreave!'l， ot. cit.， p. 54 
ウォルポル減債基金の萱貌過程 (209) 71 
らかなように，これは以前から銀行がとり扱ってし、た種々の利率の永久債を 3
%に縮め揃えて，それを支える基金をも統ーしたものであった。但し，これは










l 蓄財政は，このあE終末期の 2つの試練(7年戦争とアメりカ独立戦争) を経な












28) Il.Jid. p. G8 



























30) M. Postlethwayt， G向 atBritau内 True$ystem， 1757， quot. in E. L. Hargreaves.op 
日 t.，p. 86 
31) N. A. Brisco， op. cit. p. 80 


























(2) 南海会社 " " 
(3) 国車 " " 
(4) 利払い基金赤字補填
(5) 1758年経常支出くり込み




















が 100万£をこえるのをみると，この巨大な基金に支えられた公債はコ γ ソ
ノレとレデユースドを除いて考えられないことは自明である。すなわちコンソル
という統合債の基金は，減債基金の中で統合が進められていたのである。最後
に経常費へのくり入れを問題にしたい。 1759年のそれは 112万J;， この噴の
地租は 4s の賦課率で 200万£を年々調達していたが，もしこの減債基金か



























資料 G.F. Shirra.s， S"umcoザ Public;Fi叫都内








万£で，その議定にあたっては rfrornthe Fund comrnonly called Sinking 
FundJ という表現を用いている。 1786年，統合基金 (consolidatedfund)が








32) An鈍ualReg~ster， jOf' the Year 1780， p. 314 
3) Ditto， for the Year 1786， p. 253 
34) E. L. Hargreaves， op. cit.， p.64 




















(private ledger) の分析によって，支払長官 (PaymasterG-eneral) が「軍
の銀行家」としての地位を利用して，手元の基金を私的金融業に流用してきた
35) A. Smith， The Wealth 01 Nat叩似s，:Modern Library， pp. 872-73，竹内謙二訳，慶瓦
社昭和田年 (v)， 22ベーさλ 水田洋訳，河出書房昭和4C年.(下).3ヌ5-7.6ページ。
36) D. Ricardo， Essays on Funding System，井手文雄訳「公置論」北隆館.昭和田年， 128へ
シー。
37) E. L. Hargreaves， op. Cu.， p. 46 
38)木村元一「財政学ー その問題領域の発展 」春枇社，昭和24年.143ベー ジ。
39) L. S. Sutherland & J. E， D. Binney，“ Henry Fox as Paymaster General of the 
F()!ces ". English Historical Review， Vo1. LXX， No. 275， Apr. 1955. pp. 229宜
76 (214) 第98巻第3号
ことを明らかにしたo それが可能だった理由は主に前払金監査官 (Auditors
























40) T. Doubleday， A Fi1酬のal，Monetary and St叫 isticalHistQ叩 01England， London， 
1847， 'p. 111 
41) E. L. Hargreaves. ot. cit.， p. 67 
















きの糸となった会計委員会 (Commi田 lone日 for Examining the Public 
Accounts)の勧告内容を，ピネイは次のように整理してし、る叫。 i2.会計官
は単なる文書取扱官 (Book-Keeping0伍cer) でなければなち向。また，彼
ら自身の指示や利益のために現金を保管してはならぬ (Rep.3) 0 5 政府会
計におけ 5財貨やサーピスは現金で支払われるべきである。期限の定まらない
信用壱用いてはなら旧 (Rep.12) 0 7 単一物件に対する 1つ以上の課税は統




42) K. Marx， Das KapUal，長谷部文雄武青木文庫. (4)， 1148-51ベー ジ。

















たが， その一部に若干の剰余をもっても、た。 1786年 3月の特別委員会の報告
は，国庫総収入が 1.538方 E.支出が1.448万£で差引き 90万£の剰余を
計上している4九 これを有効な減債基金をつくる財源としてプヲイスが要求し







44) Co刑例阿国one1'Sfor Examining tke Public Accounts， Rep. 12， quot. in J. E. D. Bin~ 
ney， op. cit.， p. 112 
45) A銘叫~al Registeγ， for tke Yeaγ1786， p.1l3 
46) J. E. D. Binney， op. cit.， pp， 113-14 
47) lb包d.，p. 114 

























4~) 拙稿前掲論文 73-5 ベージ。
49) H. Higgs， P.山 ano叫lSyste例。'1the Umled Kingdom， LonJQil， 1914， p.18 
50) Comms. for Exam. the Public Ac印刷ts，Ret. 13， qUQt. in ]. E. D. Blnney， 0最 cit.，
p. 109. ( )内筆者。

























たo 1797年のトリプル・アセ見メ y f.，同年のイソグラ γ ド銀行の免換停止，
52) E. Hugbes， "l{eview， Binney's British Public Finance and Ad皿 inistration"， 
Engl~sh His如何calReview， Oct. 1959， p. 703 
53) J. E. D. Binney， op. cit.， p. 253 
54) G. Rose. A Brief Exam問 ati帥.quot. in ]. E. D. Binney， op. cit.，' p. 254 
ウォルポー ル減債基金の変貌過程 (219) 81 
98年の地租永久化.99年の所得税の導入などはこの結果である。これらを予算
制度の上からみた場合，単年度制への志向と評価することが出来る。そしてそ
れと共に議定項目 (vote)の細分化も進められて行った。このように，引続い
て起った対仏，ナポレオン戦争という大きな財政上の試練にあっても. 18世紀
的な意味での基金制度の展開や，それにもとづ〈公信用の拡散はふたたび起ら
なかったのである o
むすぴ
本稿はウォノレポーノレ減債基金の変貌を通じて，原蓄期の国家財政の展開およ
び解体の過程を考察したものである。私たちはここで，かつて減債を目的とし
て作られた減債基金がたんなる「流用」の段階から変質の段階にまで到る過程
を実証して行くことが出来た。それを動かす力となったのは，原菩期の再生産
過程を反映した当時の財政のあり方，すなわち基金制度の運動法則に他ならな
いのである。
基金制度は，次々に襲ってくる財政危機に対応じて基金を統合し，減債基金
を実質的な統合基金として機能するまでに変質させた。基金が最終的に統合さ
れ公信用に最大の膨脹力を与える筈の統ー国庫制度が，それでは何故基金制度
の最後の姿となりえなかったのであろうか。私はそこに基金制度の内的矛盾を
みる。たしかに基金制度そのものは法則的に統合を志向する。しかし統合にと
もなう楯の反面(基金の再編成や公信用への規制)に対しては，それは極力抵
抗する性格のものである。だからこそ，減債基金が形骸化されたまま，実質的
な統合基金として利用されるという奇妙な方式が出米上ったのであろう。そし
て，統一国庫の実現はプノレジョワ予算原則をふりかざして基金制度を打ち倒す
新しい勢力の手に待たねばならなかったのである。
